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由か前年明けましておめでとうございます缶輪

昨年は1月21日にインドブッダガヤの印度山日本寺において、多数のご参列を賜り、日本寺第
六世竺主就任の晋山法要を厳修させていただきました。

私は晋山式の伝燈奉告文の中で、日本寺の伽藍が揺るぎなく、法灯無窮ならしめたまわんこ
とと、仏法興隆、天下泰平、万民豊楽、日印友好を祈らせていただきました。そして、日本寺
が取り組んでおります諸事業の推進に精進致してまいる決意をしたのでございます。

早いもので晋山式から一年が経ちました。その間、各宗派ご本山へご挨拶に参上し、日本寺
へのご支援ご協力をお願い致してまいりました。また、多くの皆様に「日本寺」を認知していただくべく、講

演等の機会を捉えては日本寺を紹介させていただきました。お陰様で多くの方々に日本寺の実情や、取り組ん
でおります事業にご理解を賜ることができました。
ところで、日本寺では宗派を超えて若い僧侶の方に交代で駐在をしてもらっています。しかし、近年駐在僧
として応募して下さる若手の僧侶方が減少傾向にあります。どうか各宗各山におかれましては、駐在僧派遣に
ご協力賜りますようお願い申し上げます。

昨年の11月末には、有縁の方々と再び日本寺へ行ってまいりました。 1月の晋山式の際に起工式を致しまし
た「仏教学東洋学研究所」の建設が進んでおり、建物が姿を現していました。完成が待ち遠しいところです。
また、無料保育をしております「菩提樹学園」の子供たちにクレパスや文房具等を贈呈してまいりました。子

供たちの喜びの顔、キラキラと輝いた瞳が思い浮かんでまいります。これらは全て心温まる皆様からのご寄付
によるものであり、心から御礼申し上げます。ありがとうございました。

末文となりましたが、皆様にはブッダガヤ訪問の際、是非日本寺へご参拝いただきますようお願い申し上げ、
年頭のご挨拶と致します。

印度山日本寺竺主　東大寺長老　北河原公敬

簡謹　賀　商・年爵
憲なく新しい年をお迎へのこととお慶び申し上げますと共に皆様の益々のご隆盛ご健勝を祈念

申し上げます。
昨年、印度山日本寺は、第六世竺主・東大寺長老北河原公敬狸下のご晋山、仏教学東洋学研
究所第一期工事となる図書館棟建立地鎮祭、加藤駐在僧の赴任と皆様のご尽力により多くの慶
事に恵まれました。また薬師寺写経会御一行を始め、多くの団体をお迎えすることが出来まし
たことを厚く御礼申し上げます。

また、興隆協会初代理事長であられた昭和の名僧・祐天寺巌谷勝雄上人三十三回忌法要を勤め、往時のこと
を思い起こし、今上天皇御即位から早いものでまもなく三十年、昭和も懐かしい記憶となりつつある日本の姿
を見ながら、現在は積み重ねられた過去の思いの上にあるのだと感じることが多くなりました。

思えば、興隆協会誕生から五十年、日本寺建立に向け熱い思いを胸に行動された先達の多くがご遷化なされ
ました。変化していく現在を生きる私達は、過去を過ぎ去ったものとして忘れることなく、大切にしなければ
ならない思いがあります。それは、独立当初のインド政府から賜ったご厚意と、先人の仏祖お釈迦様に対する
報恩感謝の心です。

菩提樹学園・光明施療院の今後のあり方も含め、大切な過去の想いを胸に、竺主犯下のご教導を賜り、日本
仏教保育協会や、全日本仏教婦人連盟を始め、ご協力下さる皆様のご意見を仰ぎつつ、未来へ向けて精進して
参ります。何卒よろしくお願い申し上げます。合掌

(公財)国際仏教興隆協会理事長　大樹寺買主　中村康雅



=◆北河原竺主日本寺で法要厳修◆=

11月24日、北河原竺主ご一行が来寺され、法要が厳修されました。法要後、菩提樹学園の授業の様子を見学
され、園児一人一人にサクラクレパスと学園に文具を頂戴しました。北河原竺主は昨年1月の竺主就任晋山奉
告法要に続いてのご渡印となりました。

=◆薬師寺日本寺納経法要厳修◆=

11月26日、村上太胤管主の導師による薬師寺東塔大修理特別写経法要が、日本寺で厳修されました。今回
で8回目の納経法要となりました。ご一行は大菩提寺にて法要を厳修後、日本寺までお練りされ本堂での法要
に続き、村上管主から5000巻の納経料として150万円のご寄附の目録が中村理事長へ贈呈されました。お写経
による日本寺へのご支援を続けて下さり感謝申し上げます。また、お練りの模様が地元ガヤの新聞に掲載さ
れました。

=◆研究所図書館棟完成にむけて◆=

昨年1月に建設工事が開始された仏教学東洋学研究所(Institute of

Buddhist and Oriental Studies=略称IBOS)図書館棟の躯体工事は、

11月完了を予定しておりましたが、工事が遅れ本年3月完了予定です。

=◆菩提樹学園園児への保健医療を検討中◆=

日本寺がブッダガヤ初の地域福祉事業として、無料診療を始めたのは昭和47年(1972年)のことでした。当時
のブッダガヤには仏教寺院が7つしかなく、個人の篤志で物置小屋を使って始めたものでしたが、無料の医療

施設たるや周囲30kmほどに皆無でしたから、開院早々から目を追うごとにネズミ算的に患者が増え続け、天然
痘絶滅運動時には日本寺診療所はWHO(国連世界保健機構)の地域拠点に指定されるなど多忙を極めました。
しかし、やがて資金的にパンク状態に。

そこで広く一般の賛同者・協力者を募ったところ、お蔭様で平屋ながらコンクリート建ての待合室・診療室
・処置室・薬局も備え、スムーズな診療体勢が整い、心構えも体勢も新たな再出発が叶ったのです。無料診療を

施した患者数は、のべ100万人を越えました。

それから約50年が経過した今、光明施療院は資金的に、そして薬事法と医療施設設置法の改定により苦境に

陥り、診療中止を余儀なくされました。とはいえ、医療の恩恵を受ける機会に恵まれない多くの現地住民、と
りわけ未来ある子ども達を未だに高い幼児死亡率の餌食にさせないためにも…と、適切な方法を求めて奮闘中
で克僅かでものご支援をお願いする次第です。



=◆日本寺・菩提樹学園訪問報告◆=

(公社)日本仏教保育協会副理事長(公財)国際仏教興隆協会理事　南山久照
11月23目より26日まで、印度山日本寺及び菩提樹学園の訪問を行いました。この数年、国際仏教興隆協会

(以下協会)は役員会並びに関連諸会合において、従来日本寺が実施してきた保育・医療等、福祉事業内容
の再検討を行っています。今回の訪問の目的は新事業形態の進展のための準備を行う事にあり、協会の中村

康雅理事長並びに大工原・服部現地担当事務局員との同行で行われました。

◆近在小学校の視察◆
25日、菩提樹学園の卒園児達が通う、近在のNGO教育施設を訪れ視察を致し

ました。 2016年度の菩提樹学園の卒園生68名のうち多数が進学した2校の視察を

行いました。 1校目は18名が進学したSTMGブッダガヤ校(仏教系)。 10学年制

で生徒数は700名。全課程英語教育で私立の有料の学校です。学齢認定校。比較

的厳しい指導が行われているといわれます。校舎、校庭も清潔な印象でした。
2校目は13名が進学したマハボディースクール(仏教系)。 8学年制で生徒数450名。

私塾形態の無料の学校です。家庭的な雰囲気を感じましたが、校庭は狭く各教室
も日本の教室の3分の1程度の広さでした。私塾形態の学校の場合、児童・生徒は上級の進級・進学にあたっ
ては州政府学齢認定委員会策定の学齢認定試験の受験をするか、 4年生修了時・ 8年生修了時に学位認定校へ
の編入で、進級・進学を図る事になります。

なお、菩提樹学園が今年度から実施したカリキュラム・授業計画変更への大きな参考となったプラギャ・
ヴィハール校は、指定された授業時間外の訪問が叶わなかったため、視察を断られたのが心残りとなりました。

◆菩提樹学園の保育内容の見直し◆
インドの教育課程の変更は2014年に行われ、幼稚園教育においても英語の読み書きや算数の指導が強化さ

れています。菩提樹学園は従来の保育内容を見直し、本年度から新しい授業

計画による保育を始めています。
この保育内容の変更は、卒園児が通う事になる近在の小学校などとカリ
キュラムを連動させるというものです。従来、菩提樹学園を卒園した子ど

もの中には、飛び級で入学する子がいる一方で、学力不足のために小学校
に入っても再び幼稚園学級に編入させられる場合がありました。この変更
はブッダガヤの今日の教育レベル、社会状況、地域状況を考慮した保育に
近づけるものと言えます。

新しい授業内容への切り替えにソバ主任教諭は、当初大きな責任と不安
を感じていました。まず、テストや試験・訓練などの立案・作成、結果の評価、評価後の対応と次の段階への
道筋、子ども達の理解度を考慮する事等に加え、教員達にそれらを理解させるための教育も行ったそうです。
教員から今年度4月からの新しい授業内容に取り組んだ上での感想を聞きました。
・3歳児(パンカジ組)担任

「以前無かった数字、文字指導は当初大変だったが、今は子どもたちも慣れ保育の流れも良くなっている。 」
・4歳児(グラブ組)担任

「大変難しい。読み書きは毎日やらないと子どもたちは忘れてしまうので繰り返し教えることが必要だ。 」
・5歳児(ベラ組・ジュヒ組)担任

「難しさと負担を感じた。しかし、子ども達は確実に伸びた。 」また「新しい授業計画を達成するためには時

間が足りない。」という意見もありました。

なお、菩提樹学園は1977年開園、昨年40周年を迎え、年度末の3月23日(卒業式の前日)に記念式を行う予定

だということです。

◆今回の訪問の感想◆

菩提樹学園に通う子ども達はカーストの上でも社会的・経済的に周辺化され
やすい環境にあるといえます。経済発展の恩恵を受けにくいこの地域では、現
在、菩提樹学園が創立した頃にはなかった多くのNGOが様々な開発に取り組ん
でいます。それでもなお、識字率の低さや教育格差等の問題が示され続けていま

す。菩提樹学園が、静かで安全な日本寺の境内にあるという恵まれた立地条件
やその活動の実績は、地域の人々に極めて好意的に受け止められています。日

本寺及び菩提樹学園に対するニーズと期待に、これからも答えていく必要があ
ることを感じる今回の訪問でした。

※(公社)日本仏教保育協会様より園児たちにお菓子を贈呈いただきました。



=◆印度山日本寺竺主音山祝賀会◆=

9月4日、ホテルグランヴィア京都に於きまして、北河原竺主印度山日本寺

晋山祝賀会を開催いたしました。当日は護持会員の皆様はじめ、各宗派管
長狸下、神社宮司様、国際ロータリー、国際ソロプチミスト奈良の方々な
ど約280名の多岐にわたる方々にご出席いただきました。

式中には、ご出席者の中から下記4名の方々より、次のようなご祝辞を

賜りました。

村上太胤　薬師寺管主(当協会理事)

ブッダガヤは仏教徒にとっては一番の聖地であり、二度、三度はお参りを

していただきたいと願うとともに、日本寺への皆様からのご尽力を賜わりたい。

仲川げん　奈良市長
工T関連では日本とインドとの繋がりが深い今日だが、全国でインドと姉妹都市を結んでいるのは5市のみ。

市民レベルでは繋がりが浅い現状と認識している。これまでのインドの関係と未来に向けての目印関係にも
この度の北河原竺主の就任が大きなきっかけとなること期待している。

狭川普文　東大寺別当
北河原長老は、強靭な精神力を持ち何事にも慌てない。そして、次のことにもしっかりと向かわれるその
お人柄には学ぶところがあり、末永く日本寺に対する活動をがんばっていただきたい。

鈴木庸一　政府代表・特命全権大使(関西担当)
現地の日本大使館、コルカタ総領事館を通じて、竺主としての活動を支援したいと考えている。その活動
を通じて日本とインドの友好親善関係が益々深まることを期待している。

北河原竺主のご挨拶

昭和48年(1973年)の日本寺落慶法要時に近隣の人々にお菓子の施食をした

際、予想をはるかに上回る人々が押し寄せたため、スタッフが棒を持って並ばせ
ていた光景が忘れられない。

お釈迦様お悟りの地に建てられたブッダガヤの大菩提寺には大勢の仏教徒の
方々が参拝しているが、仏教徒でない人も自然に頭をたれてひざまずいている。
その姿を見ると、ネルー首相が、仏教国に各国のお寺建立を呼びかけブッダガ
ヤを「仏教精神を土台にした世界平和の都市に」と願った証と感じる。近年は日
本寺の存在を知らない、ブッダガヤに仏跡参拝されても日本寺に参拝されない人がいると聞いている。ブッダ
ガヤに日本寺があることをより多くの方々に知ってもらうことに努めるとともに、日本寺の宗教福祉慈善事

業の推進、研究所建設に力を注ぎ、さらに日本とインドの交流に精進していく次第です。

晋山祝賀会にあたり祝賀金をいただきました、お心遣いに感謝申し上げます。敬称略

福島県
いわき市冥福寺

東京都

中央区(株)安田松慶堂

港区　　(公社)日本仏教

保育協会

台東区　木内隆志

台東区　末廣久美

台東区　金龍山浅草寺

台東区　日比野郁暗

文京区　佐藤雅彦

江東区　正賞院

大田区　長遠寺

杉並区　立正佼成会

武蔵野市光専寺
立川市　真如苑

八王子市金剛院

神奈川県

藤沢市　尾田久敏

静岡県

講等謹言　は語師喜多諾
滋賀県

大津市　　横山照泰

京都府

京都市　番地章夫

京都市　　永観堂禅林寺

綾部市　西福寺

大阪府

大阪市　　大阪府側教会

兵庫県

芦屋市　大社啓二

奈良県

奈良市　園照寺

奈良市　薬師寺

奈良市　中村文恵

奈良市　中村憲見

奈良市　駒田文雄

橿原市　橿原神宮

斑鳩町　中宮寺

香芝市　南幸治・眞理子

和歌山県

高野町　金剛峯寺

紀の川市釈尊寺

友誼会一同

こ◆お釈迦様の背中をみつめてへ私の仏跡参拝~ ◆=

11月17日、 JICA東京にて本間光雄先生(群馬県桐生市　時宗・青蓮寺住職)によ
る講演会「お釈迦様の背中を見つめて~私の仏跡参拝」を開催いたしました。
仏跡巡礼を度重ねた経験をもとに、写真を交えながら日本人による仏跡参拝の歴
史や、それぞれの仏跡に纏わる逸話などを語っていただきました。
日本の仏教は、宗祖の教えがすべてでお釈迦様に根差していない。十二因縁など
勉強はするが、生身のお釈迦様が出てこない。ぜひ仏跡参拝をし、お釈迦様を肌で
感じてもらいたいと語られました。
ご希望の方に、講演会の内容を録画したDVDをご郵送いたします。事務局までご連絡ください。



こ◆バリアタン・バルブに参加して◆=

日本寺駐在僧　加藤泰惇(臨済宗妙心寺派)
10月14日、バリアタン・パルヴ(Paryatan parv)という行事に参加をしました。イン

ド政府観光省が聖地巡礼観光に焦点を当て盛り上げていく為に10月5日から25日にかけ
てインド各地の聖地・遺跡観光地で行われるイベントです。ブッダガヤ大塔管理委員
会(BTMC).ビハール観光会社と共催されたブッダガヤでのバリアタン・パルヴは、世
界の平和を祈ってお経を唱えながら練り歩き、皆で祈り奉げるというものでした。
朝8時ブッダガヤの大仏(Great Buddha)に集まると、既に大仏通り に500人以上の僧侶と地元の方々 見物
の観光客が集まっていました。その後、大仏を出発しタイの方が中心となってお経と行列を先導しながらマ
ハーボディ寺院(大菩提寺大塔)まで練り歩きました。

私が行列に参加する時、周りの僧侶の方からほぼ先頭の位置を勧められました。日本は1人で来ているから
是非前の方で参加してくださいという事でした。私は臨済宗円覚寺での修行の恰好そのままで黒の麻衣を着
ていますが、南アジア・東南アジアを中心とした他の国の方は橙色の袈裟を身に着けています。日中がまだ

30度を超す中、下駄を履いて歩く私の姿は仏教がインドから遥か東の島国にまで

伝わった事をこの地で示しているのです。
マハーボディ寺院に着くとお釈迦様が悟りを開かれ

た金剛宝座の菩提樹の木陰に集まり、お経を上げまし
た。この行事の目的は巡礼遊行観光業を盛り上げるこ

となのですが、このマハーボディ寺院での読経の目的は世界平和への祈りでした。
上座部仏教のお経をパーリ語で皆唱えます。三帰依文以外のお経を知らなかった
為、現地の方から頂いた聖典の写しを一生懸命唱えました。その後瞑想をし、数人の方が発展と平和に対し
てのスピーチをして終了となりました。
1956年にインド政府によりが仏教による世界平和の本拠地として宣言されたこの場所で、今また世界平和
を願って各国の僧侶が祈りを奉げています。時の流れを感じると共に、巡拝される僧侶や周りの活気と雰囲
気から聖地という場所が生み出す力を感じます。私が今ここで祈り、瞑想できるのも全て周りの方々のおか
げです。推薦状を頂いた臨済宗円覚寺派管長横田南嶺老師、インドへの手引きをして下さった国際仏教興隆
協会の皆様を始め、現地の方々にも大変お世話になっています。この御恩に報いる事が出来るようにこれか
らも一生かけて努めて参ります。

皆様からのご支援に感謝申し上げます。敬称略(平成29年4/1~平成29年11/30まで)

寄附金100万円以上
東京都

目黒区　祐天寺

立月旧　真如苑

江東区　(一財)太田慈光会

護持会費10万円以上
北海道

札幌市　中央寺

宮城県

塩竃市　東園寺

東京都

港区　　妙定院

港区　　泉岳寺

江東区　正賞院

杉並区　立正佼成会

八王子市金剛院

町田市　養運寺

神奈川県

横浜市　東光禅寺

鎌倉市　円覚寺

鎌倉市　大傭殿高徳院

静岡県

函南町(一社)オアシスの会

静岡市　費相寺

京都府

京都市　壬生寺

大阪府

大阪市　念法眞教

大阪市　　稲山霊芳

奈良県

奈良市　　東大寺

北海道

札幌市　　丸山一立

岩手県

盛岡市　　石ケ森道弘

花巻市　　廣隆寺

平泉町　　菅原光中

宮城県

松島町　　瑞巌寺

仙台市　　星松岳

山形県

中山町　　毛利俊行

福島県

白河市　　松本光代

須賀川市　長禄寺
いわき市　中野道雄

いわき市　真福寺

茨城県

取手市　　古屋吉雄

取手市　　本願寺

古河市　　藤井正彦

大洗町　　願入寺

常陸大宮市　誕生寺

栃木県

宇都宮市　清巌寺

日光市　　桑門秀光

小山市　　常光寺

大田原市　黒田泰弘

上三川町　鯨　照子

群馬県

前橋市　群馬県仏教連合会

前橋市　森厳寺

前橋市　西光寺

桐生市　海運寺

埼玉県

さいたま市　川又勇雄

さいたま市　延命寺

さいたま市　石井ゆう子

さいたま市　松岡ゆか

さいたま市　鈴木まみ

さいたま市　㈱よみがえる

さいたま市　上村正剛

川口市　石井あい

八潮市　　菊池東実

八潮市　菊池恵美子

川越市　福昌寺

川越市　　蓮馨寺

鳩山町　　金澤寺

所沢市　林恵智子

所沢市　　山口観音金乗院

熊谷市　鈴木英全

千葉県

我孫子市　竹添一恵

船橋市　　高橋一夫

成田市　成田山新勝寺

東京都

千代田区神田寺

千代田区渡辺光彦

千代田区松元　崇

中央区　稲田恭子

中央区　大西幸男

中央区　㈱安田松慶堂

中央区　らぽん

中央区　㈱日本香堂
ホールディングス

港区　　光明寺

港区　(公社)日本仏教

保育協会

港区　　浄土寺

港区　(公財)
仏教伝道協会

港区　　櫻井英幸

台東区　長明寺

台東区　天王寺

台東区　末廣久美

台東区　固珠院

台東区　奈良康明

台東区　白川良行

台東区　田中昭徳

台東区　金龍山浅草寺

台東区　岡本圭示

台東区　北川一有

文京区　倍通院

文京区　明照幼稚園

文京区　大本山護国寺

文京区　星野英紀

文京区　岩本一興

北区　　輿楽寺

北区　　東覚寺

北区　　新井京子

足立区　浄光寺

足立区　西新井大師線特寺

足立区　小泉俊幸

葛飾区　金蓮院

墨田区　古屋良子

墨田区　正福寺

江戸川区　明福寺

江戸川区泉福寺

江東区　赤堀菊枝

江東区　眞尾　茂

品川区　常行寺

品川区　品川寺

大田区　自性院

大田区　善永寺

大田区　妙安寺

渋谷区　飯田順子

渋谷区　(有)ルンビニ

ホテル笠井

目黒区　鏑木敏嗣

目黒区　巌谷勝正

世田谷区　白川淳敬

世田谷区千葉真知子

世田谷区常徳幼稚園



世田谷区満願寺

世田谷区眞福寺

世田谷区駒津大学高等学校

新宿区　瀧田栄

新宿区　西光庵

中野区　岡本照代

中野区　宝仙寺

中野区　唐澤靖治

杉並区　立正佼成会

豊島区　金乗院

豊島区　小山敬次郎

豊島区　安達良元

板橋区　平井和成

練馬区　寿福寺

武蔵野市村尾昭賢

調布市　光照寺

小平市　泉蔵院

小平市　岡野昭

西東京市総持寺

西東京市小峰喜和子

東村山市朝木宗佑
立川市　長塚充男

立川市　伊藤真聴

立川市　赤坂善昭

立川市　西浦恭弘

日野市　大工原禰太郎

八王子市極楽寺

八王子市溝辺　了

八王子市山田チエ子

八王子市関谷正代・敷

八王子市不断院

八王子市高尾山薬王院

町田市　勝楽寺

町田市　大橋正明

昭島市　竹口甲三

神奈川県

)i旧市　幸福寺

川崎市　教安寺

)ii崎市　)i帽大師平間寺

川崎市　藤田隆乗

)ii崎市　熊坂　正

川崎市　熊坂加代子

横浜市　孝道山本仏殿

横浜市　良忠寺

横浜市　原口達久

横浜市　大同寺

横浜市　光明寺

横浜市　早島大英

横浜市　薬王寺

横浜市　太田亮子

横浜市　鳥居孝順

横須賀市飯塚博道

横須賀市浄土寺

鎌倉市　坂上姫乙

鎌倉市　樫井誠
鎌倉市　米山公武

茅ヶ崎市西田篤玄

平塚市　松下降洪

新潟県

長岡市　阿部昭次

上越市　　小山長孝

福井県

永平寺町　永平寺

山梨県

身延町　　傭子の会

身延町　　身延山久遠寺

長野県

松本市　　玄向寺

松本市　　正麟寺

塩尻市　　興龍寺

塩尻市　　興龍寺護持会

塩尻市　　西福寺

駒ヶ根市　飯田実雄

伊那市　　光久寺

岐阜県

岐阜市　　教徳寺

八百津町　今井随祐

高山市　　大下大国

多治見市　池田明雄

静岡県

沼津市　　勝又英子

沼津市　　遠藤俊子

沼津市　　山本幾雄

沼津市　　山本教子

裾野市　　㈱七栄

三島市　　坂井則子

三島市　　勝俣要子

三島市　　青山礼子

三島市　　横田睦子

三島市　　野村ゆかり

三島市　　山梨明子

清水町　　田中俊恵

清水町　　鈴木睦夫

長泉町　　小野繁美

熱海市　　快長院

熱海市　　海福寺

伊東市　　杉山睦治

富土市　　秋山富美子

富士市　　八木やち代

富士市　　篠田節子

函南町　　渡辺　薫

函南町　　今仁節子

函南町　　鈴木　薫

函南町　　鎌田シゲ子

函南町　　小田切早苗

静岡市　　感應寺

富士市　　篠田節子

静岡市　　松下純子

静岡市　　中村登美枝

焼津市　　教念寺

磐田市　　田中孝教

愛知県

豊田市　　高野山崇修院

刈谷市　　崇福寺

刈谷市　　崇福寺

名古屋市　玄泉寺

名古屋市　鬼頭春光

名古屋市　今井有訓

名古屋市　平田院

名古屋市　藤田撤

名古屋市　地蔵寺

南知多町　萩原賢良

常滑市　　光泉寺

犬山市　　寂光院

春日井市　蓮蔵院

瀬戸市　宝泉寺

津島市　　宇治谷頭
三重県

津市　　　高山宗親

松阪市　　樹敬寺

滋賀県

大津市　　園城寺

大津市　　西福寺

大津市　横山照泰

大津市　天台宗務庁

大津市　　渡部光臣

大津市　　雲住寺

近江八幡市池上良慶

草津市　佐々木昭道

東近江市　内田卓也

東近江市　鶴野重雄

甲賀市　渓恒雄

甲賀市　高原綱平

京都府

京都市　細見昌代

京都市　浄土真宗本願寺派

京都市　番地章夫

京都市　鞍馬寺

京都市　寂光院

京都市　京都仏教会

京都市　西村七兵衛

京都市　上品蓮台寺

京都市　西脇功

京都市　北山安夫

京都市　　田遽さやか

京都市　西尾道博

京都市　得浩明院

京都市　㈱安藤

京都市　　浅井光雲

京都市　妙法院

京都市　泉涌寺

京都市　妙満寺

京都市　南禅寺

京都市　　白藤雅一

京都市　　向西寺

宇治市　　山瀬拳吾

長岡京市　乗願寺

福知山市　久昌寺

南丹市　　教伝寺

大阪府

大阪市　真言宗国分寺派

大阪市　　自敬寺

大阪市　清風学園

大阪市　　寺本憲生

大阪市　鎌原泰彦

大阪市　　大念寺

大阪市　　大阪府傭教会

大阪市　井桁雄弘

大阪市　濱田友子

大阪市　荒井とよ子

吹田市　小野政子

吹田市　椚座　信

枚方市　原　芳嗣

交野市　堀本賢順

東大阪市善村文瑞
八尾市　西川初枝

八尾市　楠田ゆか里

八尾市　梅田千恵子

八尾市　山中圭子

八尾市　石川恵美子

八尾市　衣笠智恵子

八尾市　大塚光子

八尾市　中野君江

八尾市　笠井綾子

八尾市　恵光寺

八尾市　本多真理

八尾市　藤本華美

八尾市　清水慶子

八尾市　野口久子

八尾市　塩入幸子

兵庫県

神戸市　浄福寺

神戸市　小池弘三

神戸市　須磨寺

神戸市　藤井大俊

神戸市　横田彼佐子

尼崎市　高橋弘次

西宮市　碇雄神

姫路市　河野太通

加東市　清水寺

奈良県

奈良市　松久保秀胤

奈良市　飯田二昭

奈良市　興福寺

奈良市　帯解寺

奈良市　薬師寺

奈良市　北河原公敬

奈良市　笹尾正道

奈良市　山崎英治

奈良市　船津喜美子

奈良市　平田信利

斑鳩町　日野西光尊

斑鳩町　中宮寺

斑鳩町　法隆寺

平群町　信貴山玉蔵院

平群町　成福院

平群町　千手院

吉野町　金峯山修験本宗

吉野町　五條良知

和歌山県

有田川町佐々木紀彦

島根県

出雲市　一畑寺

岡山県

美咲町　本山寺

久米南町漆間宣隆

倉敷市　園乗院

広島県

三原市　大善寺

山口県

周南市　　大野恭史

下関市　　三蓮寺

山口市　　法明院

長門市　　上山大峻

徳島県

徳島市(一社)徳島県仏教会

愛媛県

今治市　　野間寺

高知県

高知市　　花岡正覚

福岡県

福岡市　　高野美恵子

宗像市　　承福寺

豊前市　　種田明乗

佐賀県

基山町　　吉祥寺

長崎県

長崎市　別府節子

長崎市　　児玉成美

アメリカ合衆国

カリフォルニア州瓜生志麻

一般寄附

福島県

郡山市　　善導寺

群馬県

桐生市　　青蓮寺

桐生市　　祥雲寺

埼玉県

川越市　　小林善貞

東京都

中野区

文京区

豊島区

江東区

港区

神奈川県

鎌倉市　　建長寺

岐阜県

岐阜市　村木純子

静岡県

伊豆の国市中村睦世

富士市　篠田節子

静岡市　　中村康雅

愛知県

名古屋市　須崎美恵子

名古屋市　伊藤靖彦

滋賀県

大津市　　渡部光臣

野洲市　　錦織寺

京都府

京都市　　光安寺

京都市　　有馬頼底

京都市　伊藤唯眞

大阪府

茨木市　　路次和美

大阪市　　平山眞史

兵庫県

西宮市　　土井紀明

芦屋市　㈱大古合
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泉



奈良県

奈良市　松井みち子

奈良市　東大寺

奈良市　NPO法人音楽の森

奈良市　奥　美樹子

奈良市　北河原公敬

和歌山県

紀の川市林　寿和

紀の川市釈尊寺

島根県

浜田市　柳葉一道

長崎県

長崎市　葉山茂美

仏教学東洋学研究所
北海道

札幌市　南澤道人

茨城県

取手市　古屋吉雄

東京都

大田区　市川i智康

神奈川県

横浜市　小澤昌弘

横浜市　林　市子

横須賀市飯塚博通

岐阜県

岐南町　川島知子

静岡県

静岡市　中村康雅

京都府

京都市　番地章夫

奈良県

奈良市　矢野朋子

長崎県

長崎市　別府節子

光明施療院100万円以上

東京都　(公社)全日本

渋谷区　仏教婦人連盟

北海道

札幌市　南澤道人

茨城県

取手市　古屋吉雄

取手市　本願寺

埼玉県

八潮市　菊池東実

八潮市　菊池恵美子

千葉県

船橋市　高橋節子

東京都

江東区　子安一宏

大田区　市川智康

目黒区　岡田カヨ子

目黒区　澤利明

新宿区　吉田日光

八王子市岡部早苗

神奈川県

川崎市　熊坂　正

川崎市　熊坂加代子

横浜市　　小澤昌弘

横須賀市　飯塚博道

岐阜県

美濃市　　古田純俊

美濃市　　小森恒子

静岡県

富士市　　篠田節子

静岡市　　中村康雅

愛知県

名古屋市(一財)森記念製

造技術研究財団

滋賀県

東近江市　関正見

京都府

京都市　　番地章夫

京都市　　今井達紘

京都市　　白藤雅一

京都市　　臨済宗妙心寺派

大阪府

大阪市　　荒井とよ子

吹田市　　小野政子

兵庫県

神戸市　　小池弘三

姫路市　　浅江陽子

福岡県

福岡市　　高野美恵子

福岡市　　西方佐代子

菩提樹学園100万円以上

東京都　(公社)目本

港区　　　仏教保育協会

北海道

札幌市　　山下勝司

札幌市　　中央寺

宮城県

仙台市　　清野幸雄

茨城県

取手市　　古屋吉雄

取手市　　本願寺

坂東市　　さしま保育園

水戸市　　矢追秀敏

群馬県

高崎市　　永津貴大

埼玉県

草加市　　小野塚純二

八潮市　　菊池恵美子

八潮市　　菊池東実

千葉県 浄光院
市川市　　みどり幼稚園

船橋市　　高橋節子

習志野市　三原章夫

柏市　　　佐々木利夫

東京都

中央区　　らぽん

港区　　　松岡茂吉

江戸川区　泉福寺

江東区　　子安一宏

目黒区　　土田稔子

目黒区　　澤利明

世田谷区眞福寺

練馬区　寿福寺

練馬区　神谷裕子

立川市　千葉義坦

八王子市岡部早苗

神奈川県

川崎市　熊坂　正

川崎市　熊坂加代子

横浜市　小澤昌弘

横須賀市飯塚博道

横須賀市荒木律子

綾瀬市　船崎　裕

伊勢原市大谷三春

岐阜県

本巣市　慶円寺

岐阜市　教徳寺

美濃市　井川昭栄

静岡県

伊豆の国市松本香代子

富士市　篠田節子

静岡市　黄相寺
三重県

紀北町　橋本武彦

京都府

京都市　細見昌代

京都市　小西淳子

京都市　白藤雅一

京都市　臨済宗妙心寺派

長岡京市乗願寺

宮津市　松本慧光

大阪府

大阪市　橋野久子

大阪市　工藤弘子

大阪市　大念寺

大阪市　荒井とよ子

吹田市　江崎道子

吹田市　小野政子

東大阪市善村文瑞

堺市　　川上初枝

兵庫県

神戸市　浄福寺

姫路市　河野太通

奈良県

奈良市　山崎英治

大和郡山市安浦義香

福岡県

福岡市　西方佐代子

小竹町　江藤明子

長崎県

長崎市　別府節子

現地志納
群馬県
桐生市　野口みどり

桐生市　野口秀樹
千葉県
大網白里市飯倉和夫・輝美

東京都
大田区　玉利浩澄

文京区　永瀬富士子

神奈川県
綾瀬市　蓮光寺
川崎市　石山絹子
川崎市　塚本八大

横浜市　向井眞一

静岡県
静岡市　中村康雅
滋賀県
彦根市　見島裕明

京都府
京都市　嶋田捨一

京都市　番地章夫
京都市　佐藤宇三郎

京都市　筑波宣子

城陽市　　麹谷瀞
大阪府
大阪市　　清原夏樹

堺市　　　高橋至

高槻市　　牧田成子

高槻市　　岡本ユウコ

奈良県
奈良市　　村上太胤
奈良市　　西澄正男

奈良市　　東大寺
奈良市　　北河原公敬

奈良市　　狭川普文
奈良市　　北河原孝子

奈良市　　島野尊章
山口県

防府市　　石田康子・昭子
香川県
三豊市　　湯口弘章

高松市　　長尾恵讃

愛媛県
松山市　　西光寺一行

西条市　　越智汀祐

その他　　内野廣行

陸艶
カールトン大学

妙満寺

平尾正

梁儀千
張文荊

辻村功

荒金薫

西川

古家
菅野好子

河本上枝

河合政学

薬師寺納経団一同

山田

徳武

寄附者ご芳名の公表ならびに芳名版の掲示について

日本寺本堂芳名版　　　護持会費等

菩提樹学園芳名版　ペアレントメンバー

光明施療院芳名版　　診療奉仕の会

1方円以上

ご寄附の方

ご寄附を賜りました方々のへの感謝の意を表しまして御芳名を

各施設芳名版に掲示いたしております。 (各年度毎に更新)



辞ご支援のお願い辞
当協会ではインド・ブッダガヤへの更なる福祉活動の推進を図るため、印度山日本寺運営をご支援いただく

護持会員、ならびに菩提樹学園、光明施療院の運営をご支援いただくサポートプログラムを設Iナております。

現在、財政的支援の減少により事業運営が厳しい状況に陥っています。どうか、皆さまの温かいご支援をいた

だきたくお願い申し上げます。

年会費　個人会員:5,000円　法人会員:10,000円　維持会員:100,000円(いづれも1ロ以上)

・菩提樹学園年間ペアレントメンバー年会費:10,000円

・園児1人の文具代3,000円・1クラス(35名)分の給食代1,000円

・光明施療院サポート:10,000円

プログラムの他、任意の金額でご寄附をお願いし;ております。 Webサイトからクレジットカードでのご寄附も可能です。

菩提樹学園年間ペアレントメンバーを3年間ご継続いただいた方には記念品を贈呈致します。

∇郵便振替∇　00110-4-5493　加入音名　公益財団法人国際仏教興隆協会

∇銀行振込∇　三菱東京UFJ銀行　中目黒支店　普通預金　0「2了885　公益財団法人国際仏教興隆協会

※平成24年度より内閣府の認定を受Iナた公益財団法人として運営され御寄附頂き
ました金額は「税額控除」 「所得控除」の対象となります。

写経会のご案内

祐天寺様のご協力のもと、写経会を毎月開催いたしております。

ます、祐天寺本堂で法要・般若I巳、経の講和ののち、 「般若l亡清華」をお写経いただきます。

お写経の後、お時間のある方に粗茶のご用意かございます。お仕事帰りの方やご家族で

のご参加など、幅広い年齢層の方々にお越しいただいております。どうぞお気軽にご参

加ください。ここでお納めになったお写経は、ブッダガヤの世界遺産大菩提寺での納経

奉告の後、日本寺本堂で納経法要を厳修し納経いたします。

事前申込み・道具は不要です。毛筆・筆ペン・ボールペン・鉛筆をご用意しております。

【開催日】 2018年1/12　2/9　3/9　4/13　5/18 (金) 18:00へ20:00(1了:30受付開始)

【場所】祐天寺　書院(東京都目黒区中目黒5-24-53)

【内容】法要・般若厄、経講話・写経　※開催時間中途中参加も可能【納経料】2,000円(ご寄附として頂戴します。 )

【アクセス】東急東横線祐天寺駅徒歩5分、 JR恵比寿駅より用賀行バス祐天寺前

事務局より 
日本寺ではご参拝時、ご法要をお勤 
めいただけます。その際は、事前に 
下記事務所までご連絡いただけます 
ようお願い申し上げます。 

編集発行

公益財団法人国際仏教興隆協会

〒 153-0061

東京都目黒区中目黒5-24-53

TEしO3-3711-7608　FAXO3-3711-7673

e-mail : jimukyoku@ibba. jp

http://www. ibba. jp/




